







































































米田･木下 :創造の原理に基づく美術科の授業実践 Ⅱ 53
かどうかを決定する場合,ことにそれが動物である場合には,われわれはまずその運動を
見る｡｣ とし,その運動の ｢自発性ないし,自己運動｣から生 きる主体を ｢自分 自身の力
で,自分自身との関係において動作を行 う存在｣としている2)｡さらにこのヴァイツゼ ッ
カーを受けて木村敏は ｢生 きものは常に生活環境 との接触を保ちながら,環境の変化にそ
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が提示 した素材から,創造の原理と方法を応用 して発想 し,アイデアを練 り,形として具

























てみるという行為と,机と椅子につけ教室に置いてみるいう案が具体化 された (写真 1,
2,3,4)｡またふわふわしているのを押 し固めると,ある固まりにできるということか
ら,四角い固まりにしてみるというアイデアが具体化された (写真 5)｡この立体はもっ















使用済みケースを素材として使えないかと提案するなど (平成11年 2月 3日),自分の身




















また,表 1に示された他の項目 (ロ～へ)においても,一連のながれとして ｢生きる力｣
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期待できるということになろう｡
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2)ヴアイツゼッカー (1995)｢ゲシュタル トクライス｣木村敏,夜中淑彦訳 みすず書房 p.31
3)木村敏 (1995)｢生命のかたち/かたちの生命｣青土社 p.29
4)丸山圭三郎 (1995)｢ソシュールの思想｣岩波書店 p.290
